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１. まえがき 佐賀低平地では有明沿岸プロジェクトが計画されている．

プロジェクトの計画に際し，有明海北岸域における浮泥・底泥を浚渫改

良し，盛土路体として有効利用することを考えてきている 1)．これに関

連する施工管理マニュアルでは 2)，改良土盛土の場合は現場密度やコー

ン指数による管理が定められているものの，固化～破砕・締固めのよう

な実際の施工時に想定されるプロセスに認められる課題については十分

に補えきれていない点がある．また，安定材により浚渫土を固化させる

ため施工後の盛土から土壌環境基準を超える物質の溶出も懸念される．

本報では，破砕・締固めを伴う浚渫改良土における一軸圧縮，コーン指

数およびタンクリーチング試験による溶出特性について検討した．  

２. 試料土および実験方法 試料土は，佐賀市本庄江河口から採取した浮泥・底泥を用いた．安定材には高

炉セメント B 種（以下高炉 B 種と称す）と生石灰を用いた．高炉 B 種 70 kg/m3および生石灰 50kg/m3を添

加し，7 日間養生した(t1:７日)．次に，t1=7 の供試体を 9.5 mm から 4.75 mm の間で粒度調整した後，破砕～

締固めを行った．締固めエネルギーは Ec=550 kJ/m3 を基準として 0.25 Ec，0.5 Ec，1.0 Ecおよび 2.0 Ecの 4 パ

ターン実施した．この試料をさらに 0，7 および 28 日間養生させた(t2=0，7，28 日)．所定の養生後，一軸

圧縮試験(φ50×100 mm に成形)，コーン指数試験およびタンクリーチング試験を行った．タンクリーチング試験の

条件は，採水時に pH の測定を行い，養生日数(t1+t2):7，14，35 日，浸水日数:28 日(tW=28)，締固めエネルギー:0.5Ec，

1.0Ec，分析項目:フッ素，ホウ素，カルシウム，マグネシウム，として行った．また，t1+t2=35，1.0 Ec ではエアレ

ーションの有無についても検討を行った． 

３. 実験結果と考察 図-1 に高炉 B 種と生石灰における一軸圧縮強さ qu と養生日数：t1+t2 の関係を示す．

まず，安定材の種類によらず改良土の破砕・締固めを行ったものは破砕・締固めを行わないものと比べて qu

の低下が認められた．しかる後の高炉 B 種を用いた改良土では養生 7 日以降の quの増加が認められるが，生 
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図-1 一軸圧縮強さ quと養生日数(t1+t2)の関係     図-2 コーン指数 qciと締固めエネルギーEcの関係 

3-174 土木学会第63回年次学術講演会(平成20年9月)

-347-



石灰を用いた改良土では前者に比べて養生 7 日以降の quの増加

は高くない．図-2 に高炉 B 種と生石灰におけるコーン指数 qci

と締固めエネルギーEc の関係を示す．高炉 B 種を用いた場合の

qci は，破砕直後を除けば Ec が 0.5 でピークを示し，それ以上の

締固めエネルギーではオーバーコンパクションを引き起こして

qci が減少していくという傾向が認められる．生石灰を用いた改

良土の qciでは，Ecが 0.25 でピークを示し，それ以上の締固めエ

ネルギーでは高炉Ｂ種の場合と同様にオーバーコンパクション

を引き起こした． 

 図-3に高炉 B 種でのフッ素の溶出量の変化を示す．どの条件

においてもフッ素の溶出量は土壌環境基準以下であった．また，

養生日数，締固めエネルギーの変化による顕著な変化は認めら

れなかった.図-4に生石灰でのフッ素の溶出量を示す．高炉 B

種と同様に溶出量は土壌環境基準以下であり，養生日数，締固

めエネルギーの変化による顕著な変化も認められなかった． 

図-5，6にエアレーションの有無によるカルシウム，マグネシ

ウムの溶出量の変化を示した．エアレーションを行うことによ

り pH がおよそ 11 から 8 程度に低下している．カルシウムやマ

グネシウムのような陽イオンが溶出することで溶媒液から OH

基が乖離し溶媒液がアルカリ性に変化する．しかし，エアレー

ションにより二酸化炭素を溶け込ましたことで，溶媒液を中和

させ，pH が低下したと考えられる．また，エアレーションを行

った場合でもカルシウム，マグネシウムの溶出量は増加してい

るため，今回分析対象としていない陰イオンの溶出が起こった

と考えられる．今回の試験では，改良に用いた土壌中の環境汚

染物質の濃度が低く，環境基準内であることから，分析の精度

が各物質の挙動を理解する上で十分であるとはいえない．今後

は土壌環境基準を超える物質を添加してその挙動を明らかにす

る必要がある．また，より実際の施工現場に近い条件でさらに

長期間における傾向を調べることも今後の課題である． 

４. 結 論 本検討で得られた知見は以下のとおりである． 

1) 高炉 B 種による改良土では Ecが 0.5 の場合，生石灰による改

良土では Ecが 0.25 の場合に qciがピークを示し，それ以上の締

固めエネルギーではオーバーコンパクションを引き起こす． 

2) 今回行った条件でのタンクリーチング試験から，フッ素，ホ

ウ素は土壌環境基準値以下であった． 

3) タンクリーチング試験において，エアレーションにより現場

環境に近い条件を再現することができた． 
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